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2魚沼市議会だより

小出病院は「公設民営」で!小出病院は

収支 4億9,721万円の黒字収支 4億9,721万円の黒字収支 4億9,721万円の黒字

（市長行政報告）「公設民営」で!

　平成 20 年第 3 回（9 月）定例会が、9 月 17 日から 10 月 6 日までの 20 日

間の会期で開催されました。

　平成 20 年度一般会計、特別会計 3 件、企業会計 2 件の補正予算を始め、5

件の条例改正及び廃止、市道路線の変更、財産の取得、土地の取得及び処分、

契約の締結、人権擁護委員候補者の推薦、平成 19 年度一般会計決算をはじめ

11 の特別・企業会計決算の認定など、全部で 31 件の議案が提出されました。

　条例改正などについては、それぞれ所管の常任委員会に、平成 19 年度各会

計決算の認定については、議長を除く議員全員が委員となる特別委員会に付託

され、慎重に審査されました。

　そして、当局から提出された議案全てが可決・認定されました。

　また、4 件の請願・陳情が提出されました。結果は 4 ページのとおりです。

　議会自ら提出し、決定する発議についても可決されました。

　市長の行政報告では、再編後の小出病院についての方向付けなど報告があり

ました。主な内容は次のとおりです。

9月定例会

●　運営母体

　　公設民営方式（指定管理者制度の導入）による医療提供体制の整備

●　規模等

　　病 床 数………………………一般病床 100 床程度

　　診療機能………………………一般初期医療、へき地医療、在宅訪問診療機能、

　　　　　　　　　　　　　　　休日一次救急医療等

●　診療科目………………………内科（透析含む）、整形外科、産婦人科、小児科、

　　　　　　　　　　　　　　　精神科を中心

●　医師確保対策  ………………新潟県との間で、持続可能な医師派遣の仕組

　　　　　　　　　　　　　　　みづくりを進める。

●　その他・後継施設整備計画…市民の積極的かつ建設的な意見を尊重し、関

　　　　　　　　　　　　　　 係機関と調整を図り、方向を明らかにする。

分担金・負担金

2億8,546万円

1.5％

使用料及び手数料

5億9,555万2千円

2.4％

物件費

36億949万2千円

14.9％

扶助費

18億1,047万9千円

7.5％

積立金・投資出資貸付金

16億5,687万6千円

6.8％

再編後の小出病院の基本的な考え方
市長行政報告
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19年度一般会計 形式19年度一般会計 形式19年度一般会計 形式

歳　入

247億5,238万7千円

歳入

市税

44億1,770万2千円

17.8％

地方交付税

109億6,321万円

44.2％

国・県支出金

25億5,181万2千円

10.3％

市債

22億750万円

8.8％

その他

10億2,282万1千円

4.1％

自

依

存

主

財

財

源

源

その他

27億833万円

10.9％

歳　出

242億5,517万5千円

人件費

45億3,474万2千円

18.7％

補助費等

29億7,219万4千円

12.3％

維持補修費

12億1,046万4千円

5.0％普通建設事業費

21億1,664万1千円

8.7％

災害復旧事業費

1億4,925万8千円

0.6％

公債費

48億9,612万1千円

20.2％

繰出金

12億9,890万8千円

5.3％

消

投
資

費

的

的

経

経
費

費

歳出

簡易水道事業

収益的収支 119,037 104,351 14,686

資本的収支 9,200 44,100 34,900△

下 水 道 事 業

収益的収支 2,322,610 2,262,350 60,260

資本的収支 1,279,453 2,043,245 763,792△

上 水 道 事 業

収益的収支 339,240 297,039 42,201

資本的収支 128,824 345,499 216,675△

ガ ス 事 業

収益的収支 884,832 750,795 134,037

資本的収支 3,944 264,412 260,468△

病 院 事 業

簡易水道事業

収益的収支 881,308 892,473 11,165△

411,147 411,134 13

スキー場事業 217,849 217,670 179

診 療 所 73,428 73,202 226

介 護 保 険 3,269,572 3,235,532 34,040

老 人 保 険 4,269,265 4,330,890 61,625△

一 般 会 計

会 計 名

一般・特別・企業会計決算

資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度損益勘定留保

資金、当年度損益勘定留保資金などで補てん

単位：千円

歳（収）入 差　　　引歳（支）出

24,752,387 24,255,175 497,212

資本的収支 40,997 60,220 19,223△

国民健康保険

事 業 勘 定 3,926,570 3,925,872 698

直営診療所施設勘定 255,008 254,765 243特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

企　
　
　

業　
　
　

会　
　
　

計
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条 例 制 定 及 び 改 廃条 例 制 定 及 び 改 廃
そ の 他

意 見 書
郵政民営化法案の見直しに関する意見書

介護労働者の処遇改善を初めとする介護保険制度の改善を

求める意見書

国による公的森林整備の推進と国有林野事業の健全化を

求める意見書

新たな過疎対策法の制定に関する意見書

地域医療を守る意見書

道路特定財源の一般財源化に伴う地方の道路予算確保に

関する意見書

拉致事件早期解決のための北朝鮮に対する経済制裁措置

の一部解除に関する意見書

●

●

●

●

●

●

●

条　　例

議案第95号　入広瀬村営通学福祉バス条例の廃止について

　　　　　　　　　　　　　………原案可決（全会一致）

　市営有償バスの運行を廃止し無料バスにするもの

議案第96号　長岡地域土地開発公社定款の一部変更につ

いて……………………………………原案可決（全会一致）

　法律の一部改正に伴い変更するもの

議案第99号　公益法人等への魚沼市職員の派遣等に関す

る条例及び魚沼市認可地縁団体印鑑条例の一部改正につ

いて……………………………………原案可決（全会一致）

　法律の施行に伴い所要の改正をするもの

議案第100号　魚沼市ケーブルテレビ施設条例の一部改正

について………………………………原案可決（賛成多数）

　堀之内地区の業務拡張に伴い、所要の改正をするもの

議案第101号　魚沼市入広瀬民俗資料館条例の廃止について

…………………………………………原案可決（全会一致）

　地元で活用するため廃止するもの

議案第102号　魚沼市林野条例の一部改正について

…………………………………………原案可決（全会一致）

　公益法人制度改革に伴い所要の改正をするもの

●

●

●

●

●

●

議案第76号　専決処分の承認を求めることについて

（魚沼市議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例等

の一部改正について） …………………承　認（全会一致）

議案第97号　ごみ処理設備監視制御システム更新工事請

負契約の締結について………………原案可決（全会一致）

　更新工事費の予定価格が1億5千万以上である

議案第98号　人権擁護委員候補者の推薦について

　　　　　　　　　　　　　　 ………適　任（全会一致）

議案第103号　魚沼市道路線の変更について

　　　　　　　　　　　　　 ………原案可決（全会一致）

議案第104号　財産（除雪ドーザ）の取得について

　　　　　　　　　　　　　 ………原案可決（全会一致）

議案第105号　土地の取得について…原案可決（賛成多数）

議案第106号　土地の処分について…原案可決（全会一致）

発議第13号　魚沼市議会会議規則の一部改正について

　　　　　　　　　　　　　 ………原案可決（全会一致）

発議第14号　新たな過疎対策法の制定に関する意見書の

提出について …………………………原案可決（全会一致）

発議第15号　地域医療を守る意見書の提出について

　　　　　　　　　　　　　 ………原案可決（全会一致）

発議第16号　道路特定財源の一般財源化に伴う地方の道

路予算確保に関する意見書の提出について

　　　　　　　　　　　　　 ………原案可決（全会一致）

発議第17号　拉致事件早期解決のための北朝鮮に対する

経済制裁措置の一部解除に関する意見書の提出について

　　　　　　　　　　　　　 ………原案可決（全会一致）

発議第18号　地方自治法180条第1項の規定に基づく市長

の専決処分事項の指定について ……原案可決（賛成多数）

発議第19号　小出病院等対策調査特別委員会委員の定数

の変更について ………………………原案可決（全会一致）

選任第２号　広報編集特別委員会委員の選任について

　　　　　　　　　　　　　　 ………選　任（全会一致）

議席の一部変更について ……………原案可決（全会一致）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

請　　願

請願第6号　燃料、肥料、飼料、農業資材等の価格高騰に対

する緊急対策を求める請願………………………継続審査

請願第7号　郵政民営化法案の見直しに関する請願書

　　　　　　　　　　　　　　………採　択（全会一致）

請願第8号　介護労働者の処遇改善をはじめ介護保険制度

の改善を求める請願……………………採　択（賛成多数）

●

●

●

陳　　情

陳情第5号　「国による公的森林整備の推進と国有林野事

業の健全化を求める」意見書の提出を求める陳情について

　　　　　　　　　　　　　　………採　択（全会一致）

「地方消費者行政の抜本的拡充に必要な法制度の整備及び

財政措置を政府等に求める意見書」の採択を求める陳情書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………配　布

●

●
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企
業
会
計

特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
会
計

上水道事業会計
収 益 的 支 出

収益的収入 124,000 1,159 125,159

総合行政システム導入
地域情報ネットワーク事業
農林水産業総合振興事業

企業誘致対策事業

団地売却費

322,000 4,100 326,100 水道管仮設工事費

介 護 保 険
特 別 会 計

3,420,000 32,322 3,452,322 前年度交付金の償還金など

後 期 高 齢 者
医療特別会計

790,000 1,025 791,025 微収事務費

国民健康保険
特 別 会 計
事 業 勘 定

一般会計

会 計 名 説　　　　　　　明

補正予算 単位：千円

合　　計補正前の額 補 正 額

4,037,000 24,977 4,061,977

25,400,434 129,018 25,529,452

前年度交付金の償還金

収益的支出 119,000 1,000 120,000 給水管移設工事費

資本的収入 10,003 119 10,122 団地売却費

資本的支出 77,000 52 77,052 消費税相当額返還金

9,630
12,000
7,674

22,750

など

19
年
度
決
算
総
括
質
疑
︵
主
な
総
括
質
疑
︶

問　

県
道
堀
之
内
小
出
線
に
つ
い

て
�
県
の
事
業
で
は
あ
る
が
�
地

元
関
係
者
と
協
力
し
て
�
全
線
開

通
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
考
え

に
立
�
て
い
る
か
�

答　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
�

問　

高
速
道
路
小
出
Ｉ
Ｃ
駐
車
場

の
設
置
に
つ
い
て
�
現
状
の
駐
車

場
の
拡
張
が
不
可
能
な
の
で
市
の

対
応
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
さ
れ
て
い
る
か
�

答　

県
道
堀
之
内
小
出
線
供
用
開

始
時
に
使
用
で
き
る
よ
う
�
設
置

に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
�

問　

重
症
心
身
障
が
い
児
︵
者
︶

の
シ
�
�
ト
ス
テ
イ
に
つ
い
て
�

利
用
者
は
地
元
に
設
置
し
て
欲
し

い
と
要
望
し
て
い
る
が
�
地
域
医

療
の
あ
り
方
の
中
で
検
討
さ
れ
て

い
る
か
�

答　

現
段
階
で
は
検
討
し
て
い
な

い
が
�
今
後
の
課
題
と
考
え
る
�

問　

２
０
０
８
年
決
算
か
ら
適
用

に
な
る
財
政
健
全
化
の
４
指
標
�

一
つ
で
も
該
当
す
れ
ば
イ
エ
ロ
�

カ
�
ド
で
早
期
健
全
化
を
せ
ま
ら

れ
る
�
07
年
該
当
な
し
だ
が
�
住

民
も
市
の
ふ
と
こ
ろ
具
合
�
知
り

た
い
は
ず
�
第
三
セ
ク
タ
�
�
公

社
含
め
�
市
の
借
入
れ
総
額
を
示

す
デ
�
タ
の
必
要
性
と
情
報
開
示

を
�
透
明
度
を
高
め
て
�
わ
か
り

や
す
く
知
ら
せ
る
べ
き
だ
が
�

答　

財
政
課
窓
口
や
市
の
ホ
�
ム

ペ
�
ジ
に
載
せ
る
予
定
�
で
き
る

だ
け
わ
か
り
や
す
く
示
せ
る
よ
う

心
が
け
た
い
�

問　

６
庁
舎
管
理
で
年
間
１
億
３

千
万
円
か
か
�
て
い
る
が
�
委
託

清
掃
の
経
費
を
減
ら
す
た
め
に

も
�
民
間
企
業
で
は
当
然
の
身
の

ま
わ
り
�
ト
イ
レ
�
玄
関
の
掃
除

は
職
員
で
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
�

答　

事
務
室
は
業
務
終
了
後
掃
除

し
て
い
る
が
�
他
は
今
後
検
討
す
る
�

問　

方
針
決
定
の
後
で
住
民
に
説

明
す
る
場
合
が
多
い
が
�
そ
れ
で

は
住
民
の
声
を
聞
い
た
こ
と
に
な

ら
な
い
の
で
は
�

答　

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
市
民
の

声
を
聞
い
て
い
る
�

問　

合
併
当
時
と
現
在
の
事
業
所

数
の
推
移
は
�

答　

そ
れ
ぞ
れ
直
近
の
総
務
省
事

業
所
統
計
で
は
�
15
年
が
２
�
５

２
２
�
18
年
が
２
�
６
３
６
で
�
４
・

５
％
の
上
昇
�

問　

中
小
企
業
基
本
法
に
基
づ
く

現
状
認
識
と
今
後
の
取
組
み
は
�

答　

経
済
発
展
の
活
力
の
源
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
�
雇
用
の
場

の
確
保
か
ら
�
個
別
企
業
の
新
技

術
の
支
援
や
農
工
業
の
連
携
の
支

援
が
必
要
と
考
え
て
い
る
�

問　

魚
沼
圏
域
二
次
医
療
圏
内
の

基
準
病
床
数
は
２
�
３
６
８
で
�

実
病
床
数
は
２
�
３
５
１
と
ほ
ぼ

同
じ
に
な
�
て
い
る
が
�
病
床
数

の
確
保
と
医
療
機
関
ご
と
の
病
床

配
置
の
構
想
は
�

答　

小
千
谷
市
と
川
口
町
は
長
岡

市
を
含
む
中
越
圏
域
を
希
望
し
て

お
り
�
そ
の
場
合
基
準
病
床
数
が

減
少
す
る
が
�
医
療
機
関
ご
と
の

病
床
数
は
具
体
的
な
状
況
で
は
な
い
�

問　

テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化

移
行
対
策
と
し
て
�
共
同
受
信
施

設
な
ど
特
別
対
策
の
必
要
な
施
設

は
�
市
内
に
ど
れ
だ
け
あ
る
か
�

ま
た
�
そ
の
対
策
は
�

答　

地
形
的
な
環
境
の
難
聴
対
策

の
施
設
が
25
あ
り
�
地
デ
ジ
の
開

設
に
合
わ
せ
�
個
別
に
対
応
す
る

予
定
�
都
市
型
の
共
同
受
信
施
設

７
の
う
ち
�
魚
沼
市
設
置
が
起
因

す
る
５
施
設
は
対
応
予
定
�

問　

小
規
模
工
事
登
録
制
度
に
基

づ
く
平
成
19
年
度
中
の
発
注
件
数

と
発
注
総
額
は
�
ま
た
�
平
成
20

年
度
の
中
間
数
は
�

答　

平
成
19
年
度
は
�
契
約
件
数

３
６
１
件
�
契
約
金
額
で
２
�
４

０
５
万
４
千
円
�
平
成
20
年
度
中

間
�
８
月
末
ま
で
の
実
績
は
�
件

数
が
95
件
�
金
額
が
５
４
１
万
７

千
円
と
な
�
て
い
る
�

問　

適
正
な
定
員
管
理
に
つ
い
て

は
�
前
年
比
17
人
減
と
�
努
力
を

し
て
い
る
が
�
ピ
�
チ
が
少
し
遅

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
�

答　

職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
を

目
標
に
努
力
し
て
い
る
�

問　

職
員
採
用
の
抑
制
�
給
料
減
�

ノ
�
残
業
デ
�
な
ど
に
よ
り
�
３

億
円
の
減
額
と
な
�
て
い
る
努
力

は
認
め
る
が
�
ま
だ
ま
だ
認
識
が

甘
い
�
魚
沼
市
の
現
状
は
も
�
と

厳
し
い
と
思
う
が
�

答　

17
年
度
決
算
と
比
べ
�
職
員

数
で
39
人
減
�
人
件
費
で
約
６
億

円
の
減
と
な
�
て
い
る
�
今
後
も

職
員
に
周
知
し
�
努
力
す
る
�
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
（通　告　順）

市長任期最後の一般質問

10人の議員が質問を行った。

星
野
市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

問　
　

オ
�
ト
レ
�
ス
場
外

車
券
場
や
タ
イ
ケ
ン
学
園
誘

致
な
ど
�
星
野
市
長
が
過
去

に
手
が
け
て
き
た
事
業
に

は
�
不
成
功
の
事
例
が
い
く

つ
も
見
ら
れ
る
�
ど
の
よ
う

な
反
省
を
し
て
い
る
の
か
�

　

い
ま
推
進
し
て
い
る
有
機

セ
ン
タ
�
や
工
業
団
地
な
ど

も
採
算
性
な
ど
に
不
安
が
多

い
�
こ
れ
ま
で
の
失
敗
の
轍

を
踏
ま
な
い
自
信
が
あ
る
か
�

答　
　

そ
の
時
々
の
住
民
の

ニ
�
ズ
に
押
さ
れ
�
国
・
県

の
施
策
を
見
据
え
�
議
会
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら

取
り
組
ん
で
き
た
が
�
時
代

の
流
れ
や
住
民
の
ニ
�
ズ
の

変
化
に
よ
�
て
�
政
策
転
換

を
迫
ら
れ
る
事
案
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
�
市
民
の
声
を

聴
く
耳
と
�
時
代
の
変
化
に

機
敏
に
対
応
で
き
る
行
動
力

を
も
�
て
�
誠
心
誠
意
努
力

す
る
�

国
や
県
に
弱
腰
で
は
な
い
か

問　
　

県
が
魚
沼
地
域
の
二

次
医
療
か
ら
撤
退
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
に
�
市
長
は
こ

れ
に
異
を
唱
え
な
い
�
市
民

は
不
安
に
思
�
て
い
る
�
も

�
と
積
極
的
に
発
言
す
べ
き

で
は
な
い
か
�

答　
　

医
療
再
編
の
前
提
条

件
と
な
�
て
い
る
役
割
分
担

に
よ
�
て
�
二
次
医
療
�
三

次
医
療
は
基
幹
病
院
が
�
プ

ラ
イ
マ
リ
�
ケ
ア
な
ど
の
一

次
医
療
は
地
元
自
治
体
が
責

任
を
も
�
て
体
制
整
備
に
努

め
る
こ
と
に
な
�
て
い
る
�

今
後
と
も
こ
れ
を
基
本
に
�

安
全
・
安
心
の
医
療
提
供
体

制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
�
今
後
機
会
を
設
け
�

市
民
の
要
望
や
不
満
解
消
に

努
力
す
る
�

地
域
の
賃
金
水
準
を

　
　
　
　

上
げ
る
た
め
に

問　
　

住
民
の
ふ
と
こ
ろ
が

温
か
く
な
ら
な
い
と
地
域
経

済
は
本
当
の
意
味
で
活
性
化

し
な
い
�
市
の
事
業
を
請
負

う
業
者
に
は
�
例
え
ば
時
給

千
円
以
上
を
義
務
付
け
る

﹁
公
契
約
条
例
﹂
の
制
定
を

検
討
す
る
気
は
な
い
か
�Ｉ

Ｌ
Ｏ
条
約
に
規
定
が
あ
る
�

答　
　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
に

お

い

て

は
�
１
９
４
９
年
に
﹁
公
契

約
に
お
け
る
労
働
条
項
に
関

す
る
条
約
﹂
が
採
択
さ
れ
て

い
る
が
�
我
が
国
に
お
い
て

は
�
法
体
系
等
異
な
る
こ
と

か
ら
批
准
さ
れ
て
い
な
い
�

一
自
治
体
の
問
題
で
は
な

く
�
国
が
取
り
組
む
べ
き
も

の
と
考
え
る
�

住安 孝夫 議員て
つ

問答

問答

問答
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佐藤 貞一 議員

問　
　

１
億
３
�
８
７
０
万

円
の
人
件
費
カ
�
ト
を
は
じ

め
�
平
成
19
年
度
見
直
し
額

は
５
億
超
の
減
と
な
�
て
い

る
�
こ
れ
は
市
民
に
と
�
て

は
痛
み
で
あ
る
�
改
革
成
果

の
検
証
は
�

答　
　

地
方
交
付
税
の
合
併

算
定
替
え
の
特
例
期
間
が
平

成
26
年
度
に
迫
�
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
�
類
似
団
体
規

模
ま
で
縮
減
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
�
今
�
市
民
も

職
員
も
大
き
な
痛
み
を
感
じ

て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
し

く
な
い
�
持
続
可
能
な
市
政

へ
の
転
換
の
た
め
�
改
革
の

手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
�
不

断
の
努
力
を
持
�
て
断
行
す

る
所
存
で
あ
る
�

地
場
産
業
の

　
　
　

振
興
策
に
つ
い
て

問　
　

１　

も
の
づ
く
り
協

議
会
の
組
織
強
化
に
つ
い
て

　

企
業
誘
致
室
に
倣
い
地
場

産
業
復
興
室
を
設
置
し
�
各

業
種
別
に
専
従
ス
タ
�
フ
の

集
中
エ
ネ
ル
ギ
�
で
の
対
応

を
求
め
た
い
�

２　

周
辺
地
域
の
活
性
策
に

つ
い
て

　

市
民
セ
ン
タ
�
は
た
だ
の

窓
口
か
�
周
辺
︵
山
間
︶
地

域
は
限
界
集
落
と
の
表
現
も

あ
り
�
活
性
策
を
官
民
協
働

で
練
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る

の
で
�
周
辺
地
域
産
業
振
興

室
の
設
置
も
求
め
た
い
�

答　
　

１　

長
岡
技
術
科
学

大
学
と
の
共
同
開
発
や
�
に

い
が
た
産
業
創
造
機
構
�
新

潟
県
工
業
技
術
総
合
研
究
所

の
技
術
支
援
を
得
る
ネ
�
ト

ワ
�
ク
も
構
築
さ
れ
て
き

た
�
現
行
の
商
工
振
興
で
�

企
業
の
ス
ピ
�
ド
に
即
応
で

き
る
対
応
を
図
り
た
い
�

２　

専
門
部
署
の
配
置
に
つ

い
て
は
�
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
が
�
地
域
振
興
課

の
地
域
担
当
職
員
や
復
興
支

援
員
�
関
係
部
署
の
職
員
で

バ
�
ク
ア
�
プ
で
き
る
と
思
う
�

学
区
再
編
計
画
に
つ
い
て

問　
　

﹁
一
体
い
つ
統
合
に

な
る
の
�﹂
お
茶
の
間
の
声

だ
�
４
中
学︵
東
�西
�南
�北
︶

へ
の
統
合
時
期
を
問
う
�

　

再
編
案
で
は
平
成
28
年
度

を
﹁
再
編
計
画
へ
の
取
組
む

準
備
が
整
う
目
標
年
度
﹂
と

あ
る
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
�

統
合
迄
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
�

�
ル
は
�

答　
　

４
中
学
校
区
に
移
行

す
る
に
は
�
新
し
い
学
校
の

建
設
が
必
要
に
な
る
学
校
区

が
あ
る
が
�
現
在
は
耐
震
化

と
大
規
模
改
修
が
緊
急
課
題

で
�
財
政
的
に
厳
し
い
状
況

下
に
あ
る
�
今
後
の
財
政
状

況
の
推
移
を
見
な
が
ら
�
建

設
の
時
期
を
判
断
し
た
い
�

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
検
証
に
つ
い
て

公
共
サ
�
ビ
ス
誰
が
担
う
か

問　
　

人
口
が
減
り
�
財
政

厳
し
い
折
�﹁
公
共
サ
�
ビ

ス
は
行
政
だ
け
が
担
う
も

の
﹂
と
い
う
思
い
込
み
か
ら

脱
却
し
�
官
民
協
働
に
基
づ

い
て
�
公
的
部
門
の
行
政
占

有
か
ら
の
縮
小
を
図
る
べ

き
�
日
本
ほ
ど
自
治
体
が
多

く
の
行
政
サ
�
ビ
ス
を
し
て

い
る
国
は
な
い
�

　

全
て
の
事
業
を
市
場
に
曝

し
て
�
そ
の
内
容
�
事
業
費
�

そ
れ
に
関
わ
る
職
員
の
人
件

費
を
全
面
公
開
し
�
不
要
�

要
改
善
�
民
間
へ
の
移
行
�

現
行
通
り
等
で
ふ
る
い
に
か

け
�
住
民
に
と
�
て
誰
が
担

え
ば
い
い
の
か
判
断
す
べ
き
�

　

結
果
�
民
間
で
出
来
な
い

公
共
サ
�
ビ
ス
は
自
治
体
が

責
任
を
も
�
て
供
給
す
れ
ば

い
い
�
住
民
も
要
望
や
不
満

を
ぶ
つ
け
る
だ
け
で
は
行
政

は
肥
大
化
す
る
ば
か
り
だ
�

　

自
分
達
で
出
来
る
も
の
は

住
民
の
力
で
担
う
�
と
い
う

自
治
の
原
点
に
も
ど
る
べ
き

で
あ
り
�
事
業
の
仕
分
け
を

図
り
な
が
ら
住
民
が
行
政
サ

�
ビ
ス
の
担
い
手
に
な
れ
ば

﹁
行
政
は
限
り
な
く
小
さ
く

な
れ
る
﹂
だ
ろ
う
�
公
共
の

仕
事
を
民
間
団
体
等
に
分
担

さ
せ
る
事
は
�
住
民
の
自
治

へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
�
雇

用
の
場
を
広
げ
�
行
政
を
ス

リ
ム
化
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
一
石
三
鳥
の
効
果
が
生

ま
れ
る
が
�
市
長
の
見
解
を

伺
う
�

答　
　

地
方
自
治
体
に
お
け

る
公
共
サ
�
ビ
ス
は
�
経
済

の
高
度
成
長
期
以
降
�
そ
の

守
備
範
囲
を
広
げ
�
本
来
の

業
務
で
は
な
い
事
業
に
関
与

し
た
り
�
誘
導
し
た
り
す
る

こ
と
に
よ
�
て
�
地
域
社
会

に
刺
激
や
経
済
効
果
を
も
た

ら
す
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
�
行
政
が

市
民
の
ニ
�
ズ
に
応
え
る
形

で
サ
�
ビ
ス
の
裾
野
を
広
げ

た
こ
と
に
よ
�
て
�
地
域
コ

ミ
ニ
�
テ
�
機
能
ま
で
奪
�

た
と
の
声
も
聞
か
れ
る
�
ご

指
摘
の
部
分
は
�
市
民
の
理

解
と
協
力
�
意
識
改
革
が
不

可
欠
で
あ
る
が
�
古
き
良
き

農
村
社
会
の
土
壌
で
あ
る
互

助
�
共
助
�
自
助
の
精
神
を

掲
げ
�
取
り
組
む
�

五十嵐 昭夫 議員さ
ら

問答

問答

問答

答

問
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星
野
市
政
の
４
年
間
の
検
証
に
つ
い
て

森島 守人 議員

問　
　

星
野
市
政
の
評
価
に

つ
い
て
は
�
最
終
的
に
は
市

民
が
行
う
が
�
４
年
間
の
魚

沼
市
の
検
証
に
つ
い
て
�
市

長
と
し
て
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
４
点
に
つ
い
て
問
う
�

１　

市
民
一
体
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
�

２　

財
政
運
営
に
つ
い
て
�

３　

経
済
対
策
に
つ
い
て
�

４　

教
育
の
充
実
に
つ
い
て
�

答　
　

１　

市
民
と
行
政
が

協
働
す
る
仕
組
み
づ
く
り
と

し
て
�
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

が
設
立
さ
れ
�
協
働
の
取
組

が
ス
タ
�
ト
し
た
�
さ
ら
に
�

入
広
瀬
コ
ミ
�
ニ
テ
�
協
議

会
が
設
立
さ
れ
�
守
門
�
広

神
地
域
に
お
い
て
も
検
討
会

が
立
ち
上
が
る
な
ど
�
時
代

に
即
し
た
対
応
を
い
た
だ
い

て
い
る
�
引
き
続
き
�
多
く

の
市
民
の
参
画
を
得
な
が

ら
�
幅
広
い
活
動
に
発
展
す

る
こ
と
を
願
�
て
い
る
�

２　

魚
沼
市
財
政
健
全
化
計

画
を
策
定
し
�
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
行
い
�
適
正
な

予
算
規
模
に
向
け
た
取
組
を

行
�
て
い
る
�

３　

市
内
に
は
�
全
国
に
誇

れ
る
技
術
や
製
品
が
埋
も
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
�
１

社
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
複

数
の
会
社
で
取
り
組
む
な

ど
�
市
内
企
業
の
振
興
を
図

�
て
き
た
�
景
気
・
雇
用
対

策
と
し
て
�
企
業
�
大
学
�

研
究
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

新
規
製
品
の
開
発
も
手
が
け

て
き
た
こ
と
に
よ
り
�
ネ
�

ト
ワ
�
ク
も
整
�
て
い
る
�

４　

生
き
る
力
を
育
む
教
育

を
推
進
し
�
地
域
に
密
着
し

た
学
校
づ
く
り
と
施
設
の
環

境
整
備
を
行
い
�
誰
で
も
�

い
つ
で
も
学
べ
る
仕
組
み
を

構
築
し
推
進
し
て
き
た
�

問　
　

２
期
目
へ
の
出
馬
表

明
を
し
た
市
長
は
�
今
後
ど

の
よ
う
な
施
策
を
考
え
�
魚

沼
市
の
未
来
像
を
ど
う
描
い

て
い
る
の
か
問
う
�

答　
　

市
民
の
暮
ら
し
と
命

を
守
り
�
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
�
次
代
を
担
う
人

材
を
育
て
�
資
源
を
活
か
し

地
域
価
値
を
高
め
�
市
民
目

線
に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
を

築
く
た
め
�
そ
れ
ぞ
れ
施
策

を
掲
げ
�
誠
心
誠
意
�
新
生

魚
沼
市
の
基
盤
づ
く
り
に
邁

進
す
る
覚
悟
で
あ
る
�

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
に
つ
い
て

桜井 　稔 議員

問　
　

堀
之
内
病
院
を
設
置

し
て
い
る
魚
沼
市
の
責
務
と

し
て
地
域
に
於
け
る
必
要
な

医
療
を
安
定
的
�
継
続
的
に

提
供
出
来
る
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
た
経
営
指
標
を
設
定

し
た
改
革
プ
ラ
ン
策
定
が
国

か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
た
�

１　

プ
ラ
ン
策
定
ス
ケ
ジ
�

�
ル
�
策
定
組
織
の
詳
細
�

基
本
的
内
容
を
示
せ
�

２　

採
算
性
優
先
は
公
立
病

院
不
要
論
に
な
る
危
険
が
あ

る
が
�

３　

医
療
規
模
�
人
材
確
保

の
為
の
労
働
環
境
づ
く
り
は
�

４　

国
か
ら
の
交
付
税
は
１

０
０
％
病
院
経
営
に
運
用
さ

れ
て
い
る
か
�
繰
り
出
し
基

準
は
ル
�
ル
化
さ
れ
て
い
る
か
�

５　

小
出
病
院
の
存
廃
�
基

幹
病
院
構
想
な
ど
魚
沼
市
を

取
り
ま
く
現
況
は
混
乱
不
安

が
生
じ
て
い
る
�
明
確
な
医

療
機
能
確
保
プ
ラ
ン
を
示
せ
�

６　

療
養
病
床
・
回
復
期
精

神
病
床
削
減
は
�
地
域
医
療

機
能
の
低
下
を
生
じ
る
�
そ

の
対
策
は
�

答　
　

１　

経
営
効
率
化
に

か
か
る
部
分
は
３
年
程
度
�

再
編
・
ネ
�
ト
ワ
�
ク
化
及

び
経
営
形
態
の
見
直
し
に
関

係
す
る
実
施
計
画
は
５
年
程

度
の
期
間
を
対
象
と
し
て
策

定
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
て

い
る
�
堀
之
内
病
院
の
改
革

プ
ラ
ン
は
�
内
部
で
検
討
を

行
�
て
い
る
が
�
基
幹
病
院

や
再
編
後
の
小
出
病
院
の
全

体
像
が
明
ら
か
に
な
る
ま

で
�
独
自
の
プ
ラ
ン
策
定
は

難
し
い
と
考
え
る
�

２　

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

の
目
的
は
�
安
定
し
た
経
営

の
下
で
�
地
域
に
お
い
て
必

要
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
�

３　

魚
沼
基
幹
病
院
︵
仮
称
︶

や
小
出
病
院
の
全
体
像
が
明

ら
か
に
な
る
ま
で
�
現
状
の

ま
ま
推
移
す
る
こ
と
と
な

る
�
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
�

鋭
意
努
力
し
て
い
く
�

４　

地
方
交
付
税
の
病
院
に

関
す
る
も
の
は
�
ほ
か
の
事

業
に
は
繰
り
出
し
て
い
な
い
�

５　

基
幹
病
院
と
の
機
能
分

担
�
医
師
確
保
対
策
�
状
況

の
変
化
な
ど
調
整
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
部
分
も
あ
る

が
�
先
般
示
し
た
基
本
的
な

考
え
方
で
�
関
係
機
関
と
調

整
し
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
�

６　

小
出
病
院
の
療
養
病
床

は
承
知
し
て
い
な
い
�
精
神

病
床
は
現
在
１
０
０
床
が
稼

動
し
�
平
成
19
年
度
稼
働
率

は
87
％
と
な
�
て
い
る
�
き

ち
ん
と
ケ
ア
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
�

問答

問答

答

問
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堀
之
内
地
区
分
館
活
動
の
方
向
性
は

問　
　

１　

堀
之
内
地
区
の

分
館
統
合
な
ど
が
方
針
と
し

て
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
�
今
後
の
方
向
性
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
�

ま
た
�
分
館
統
合
の
理
由
は

何
か
�

２　

奥
只
見
レ
ク
リ
�
�
シ

�
ン
都
市
公
園
に
つ
い
て
�

現
在
�
根
小
屋
地
域
の
公
園

を
含
む
６
カ
所
の
公
園
管
理

を
�
県
が
指
定
管
理
者
と
し

て
﹁
む
つ
み
グ
ル
�
プ
﹂
が

行
�
て
い
る
�
地
元
か
ら
は
�

﹁
地
元
業
者
が
入
れ
ず
地
域

振
興
に
な
�
て
い
な
い
﹂﹁
業

者
と
意
思
の
疎
通
が
取
れ
な

い
﹂
な
ど
の
意
見
が
上
が
�

て
い
る
�

　

そ
こ
で
�
３
年
に
１
度
の

県
の
指
定
管
理
者
選
定
に
あ

た
�
て
�
６
カ
所
の
管
理
か

ら
�
自
治
体
ご
と
あ
る
い
は

１
カ
所
ご
と
の
指
定
と
し
�

地
元
業
者
を
指
定
す
る
よ
う

求
め
て
は
ど
う
か
�

答　
　

１　

少
子
高
齢
化
の

影
響
で
�
小
さ
な
分
館
は
運

営
が
大
変
に
な
�
て
い
る
�

現
在
の
６
分
館
を
４
分
館
に

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
も
の

で
�
相
互
の
協
議
に
よ
り
進

め
ら
れ
る
こ
と
が
基
本
と
考

え
る
�

２　

地
元
等
と
の
融
和
に
努

力
し
て
い
る
も
の
と
思
�
て

い
る
が
�
21
年
度
以
降
の
指

定
管
理
に
つ
い
て
は
�
市
内

か
ら
の
応
募
団
体
が
あ
り
�

要
請
が
あ
れ
ば
�
市
で
も
応

援
し
た
い
と
考
え
る
�
仮
に

地
元
以
外
の
団
体
が
指
定
管

理
者
に
選
定
さ
れ
た
場
合

は
�
県
や
指
定
管
理
者
に
�

協
力
要
請
を
行
う
つ
も
り
で

あ
る
�

大屋 角政 議員

食
料
自
給
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
目
標
を
設
定
せ
よ

星野 邦子 議員

問　
　

食
料
自
給
率
が
39
％

ま
で
低
下
し
�
将
来
に
深
刻

な
食
料
危
機
が
見
え
る
�

　

国
は
﹁
新
農
政
08
﹂
で
パ

ン
や
麺
に
積
極
的
に
米
粉
を

使
う
と
の
方
針
を
出
し
た
�

　

米
ど
こ
ろ
の
魚
沼
市
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
�

　

日
本
で
出
回
る
米
粉
の
９

割
が
輸
入
米
で
ミ
ニ
マ
ム
ア

ク
セ
ス
米
が
使
わ
れ
て
い

る
�
原
産
地
表
示
の
義
務
を

国
に
求
め
�
地
産
地
消
推
進

で
国
産
米
粉
の
普
及
を
図
れ

ば
減
反
政
策
に
も
歯
止
め
が

か
か
る
の
で
は
な
い
か
�

答　
　

地
域
の
人
口
と
食
料

生
産
の
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
目

安
と
し
て
�
地
域
食
料
自
給

率
試
算
ソ
フ
ト
で
試
算
す
る

と
�
魚
沼
市
の
食
料
自
給
率

は
�
１
０
０
％
と
な
る
�
食

料
自
給
率
や
地
産
地
消
の
取

り
組
み
目
標
の
設
定
は
�
魚

沼
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会

で
�
今
後
検
討
し
て
い
く
�

　

地
元
の
野
菜
を
使
�
た
創

作
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

や
﹁
お
い
し
い
魚
沼
｜
地
産

地
消
レ
ポ
�
ト
﹂
を
�
毎
号

シ
リ
�
ズ
で
市
報
う
お
ぬ
ま

に
掲
載
す
る
な
ど
�
地
場
産

農
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け

た
啓
発
を
行
�
て
い
る
�
ま

た
�
安
定
的
な
食
糧
供
給
を

図
る
た
め
の
農
地
確
保
が
必

要
な
こ
と
か
ら
�
耕
作
放
棄

地
の
解
消
を
目
的
と
し
た
取

組
に
着
手
し
て
い
る
�

事
業
仕
分
け
の

　
　
　
　

必
要
性
を
問
う

問　
　

１　

平
成
18
年
３
月

に
出
さ
れ
た
﹁
行
政
改
革
大

綱
﹂﹁
集
中
改
革
プ
ラ
ン
﹂

に
よ
る
成
果
は
ど
う
か
�

２　

事
業
仕
分
け
の
成
果
と

し
て
職
員
・
住
民
と
も
に
財

政
面
だ
け
で
は
な
い
意
識
改

革
が
で
き
た
と
聞
く
�
魚
沼

市
に
も
必
要
な
こ
と
で
は
な

い
か
�

答　
　

１　

行
政
の
ス
リ
ム

化
は
�
官
民
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
�
少
数
精
鋭
�
政

策
立
案
型
の
市
役
所
機
構
�

行
政
機
構
へ
の
転
換
が
必
要

と
の
考
え
で
あ
る
�
行
政
改

革
の
基
本
的
な
方
向
を
踏
ま

え
�
市
職
員
人
件
費
の
５
％

カ
�
ト
�
定
年
前
退
職
な
ど

の
職
員
数
抑
制
�
経
費
の
適

正
化
等
で
�
平
成
18
年
度
決

算
と
19
年
度
予
算
と
の
比
較

で
�
５
億
２
�
３
３
０
万
円

の
削
減
効
果
が
得
ら
れ
た
�

２　

行
政
改
革
推
進
委
員
会

の
場
で
�
全
て
の
事
務
事
業

に
つ
い
て
�
必
要
性
�
適
否
�

事
業
内
容
の
見
直
し
の
是
非

な
ど
を
点
検
し
て
き
た
�
作

業
方
法
な
ど
異
な
る
部
分
は

あ
る
が
�
そ
の
趣
旨
は
十
分

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ

り
�
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
�

答

問

問答

問

答

奥只見レクリェーション都市公園

「根小屋花と緑と雪の里」
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薬
害
Ｃ
型
肝
炎
被
害
者
の
救
済
に
つ
い
て

問　
　

被
害
者
は
病
気
の
進

行
�
高
い
治
療
費
負
担
�
生

活
困
難
に
生
活
支
援
を
求
め

て
い
る
�
市
と
し
て
の
対
応
は
�

１　

当
市
に
お
け
る
被
害
者

の
実
態
は
ど
う
な
�
て
い
る
か
�

２　

患
者
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
ず
に
い
る
人
も
い
る
が
�

市
と
し
て
検
査
を
呼
び
か
け

ら
れ
な
い
か
�

３　

被
害
者
の
為
の
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
は
ど
う
か
�

４　

カ
ル
テ
の
な
い
被
害
者

に
対
し
て
�
市
と
し
て
支
援

は
で
き
な
い
か
�

答　
　

１　

窓
口
は
県
で
行

�
て
お
り
�
市
で
は
被
害
者

の
実
態
を
把
握
し
て
い
な

い
�
新
潟
県
に
照
会
し
た
と

こ
ろ
�
当
市
に
お
い
て
も
�

医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
る

方
が
少
数
い
る
が
�
人
数
に

つ
い
て
は
公
表
で
き
な
い
と

の
回
答
で
あ
�
た
�

２　

過
去
に
肝
炎
検
査
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
方
に
は
�

基
本
健
診
・
特
定
健
診
の
会

場
で
�
本
人
の
希
望
を
確
認

し
�
肝
炎
検
査
を
実
施
し
て

お
り
�
広
報
誌
等
を
通
じ
て

呼
び
か
け
て
き
た
�

３　

薬
害
に
限
ら
ず
�
ウ
イ

ル
ス
肝
炎
に
つ
い
て
は
�
県

が
相
談
窓
口
を
設
け
て
お

り
�
市
役
所
に
相
談
や
問
い

合
わ
せ
が
あ
�
た
場
合
�
県

の
相
談
窓
口
を
案
内
し
て
い
る
�

４　

あ
く
ま
で
も
国
の
責
任

で
対
応
す
べ
き
問
題
と
考
え

て
い
る
が
�
周
知
や
無
料
検

査
�
相
談
窓
口
の
案
内
な
ど

は
�
市
と
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
�

発
達
障
が
い
者
に
対
す
る
施

策
に
つ
い
て

問　
　

障
が
い
を
差
別
�
区

別
す
る
の
で
は
な
く
�
違
い

を
認
め
あ
い
�
互
い
に
尊
重

し
あ
い
�
共
に
生
き
て
い
け

る
魚
沼
市
を
つ
く
る
た
め
に

１　

就
労
支
援
体
制
の
整
備

拡
充
を
図
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
�

２　

理
解
�
啓
発
の
促
進
を

進
め
ら
れ
な
い
か
�

答　
　

１　

市
と
し
て
は
�

新
潟
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
�
と
の
連
携
を
密
に

し
�
魚
沼
地
域
自
立
支
援
協

議
会
で
支
援
体
制
や
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
�

２　

正
し
い
理
解
を
深
め
�

広
め
る
た
め
�
啓
発
運
動
を

行
い
�
二
次
障
害
の
防
止
や

自
立
�
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
た
め
の
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
�

星　 孝司 議員

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
　

市
長
は
９
月
17
日
�

議
会
も
開
か
れ
て
い
た
の
に

突
然
�
記
者
会
見
を
行
い
�

再
編
後
の
小
出
病
院
に
つ
い

て
考
え
方
を
発
表
し
た
�
そ

れ
に
よ
る
と
運
営
方
式
は
�

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
�

公
設
民
営
方
式
に
し
た
い
と

あ
�
た
�
小
出
病
院
に
つ
い

て
は
議
会
に
お
い
て
特
別
委

員
会
を
設
置
し
調
査
研
究
を

し
て
い
た
が
�
議
会
や
委
員

会
に
は
報
告
や
提
案
も
な
く

発
表
し
た
�
有
機
セ
ン
タ
�

の
用
地
選
定
や
運
営
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
�
ケ
�
ブ

ル
テ
レ
ビ
事
業
は
予
算
審
査

で
修
正
動
議
が
出
る
な
ど
異

論
が
あ
る
中
�
総
務
省
の
補

助
金
が
見
込
め
な
く
な
�
た

の
に
�
補
正
予
算
も
提
案
し

な
い
で
執
行
し
た
�
常
日
頃
�

市
民
目
線
に
よ
る
開
か
れ
た

市
政
を
掲
げ
て
い
た
の
に
こ

れ
で
は
�
公
約
無
視
も
は
な

は
だ
し
い
�
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
拙
速
な
こ
と
を
し
た
の

か
�
市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う
�

答　
　

地
方
分
権
改
革
の
進

展
に
よ
�
て
�
パ
ブ
リ
�
ク

コ
メ
ン
ト
の
導
入
�
各
種
審

議
会
の
活
用
�
市
民
協
働
の

仕
組
み
な
ど
の
手
法
が
各
地

で
浸
透
し
つ
つ
あ
る
中
�
議

会
と
首
長
は
�
お
互
い
住
民

の
代
表
機
関
と
し
て
�
緊
張

関
係
を
保
持
し
な
が
ら
�
協

力
し
て
市
政
運
営
に
あ
た
る

責
任
を
共
有
し
て
い
る
�
ご

指
摘
の
部
分
は
�
市
民
の
声

を
市
政
に
反
映
す
る
た
め

に
�
市
民
の
参
画
を
得
な
が

ら
検
討
を
重
ね
て
き
た
経
緯

を
踏
ま
え
�
住
民
の
代
表
機

関
と
し
て
の
責
任
と
権
限
を

果
た
す
た
め
�
政
策
と
し
て

公
表
し
た
も
の
で
�
こ
れ
ま

で
の
政
治
姿
勢
に
な
ん
ら
反

す
る
も
の
で
は
な
い
�

森山 英敏 議員

問答

答 問

問

答

建設中の有機センター
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か
く
れ
た
市
民
の
声
に
ど
う
応
え
る
か

問　
　

続
投
を
求
め
る
市
民

の
声
に
押
さ
れ
て
の
再
出
馬

表
明
だ
と
思
う
が
�
決
断
す

る
ま
で
の
心
境
と
決
意
は
�

魚
沼
を
取
り
巻
く
閉
塞
感
�

財
政
難
や
産
業
基
盤
の
弱
さ

か
ら
�﹁
と
に
か
く
魚
沼
を

変
え
て
く
れ
﹂
と
い
う
批
判

も
多
く
聞
か
れ
る
が
�
ど
う

対
処
す
る
か
�
融
和
�
激
変

緩
和
か
ら
�
思
い
切
�
た
改

革
断
行
�
決
断
の
リ
�
ダ
�

シ
�
プ
を
発
揮
す
る
﹁
生
ま

れ
変
わ
�
た
星
野
芳
昭
﹂
を

期
待
し
た
い
が
�
そ
の
決
意

は
ど
う
か
�

答　
　

合
併
時
�
新
魚
沼
市

長
と
し
て
�
均
衡
と
融
和
�

市
民
と
の
対
話
を
念
頭
に
ス

タ
�
ト
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
た
が
�
中
越
大
震
災
�
豪

雪
�
豪
雨
災
害
の
発
生
で
�

大
き
く
方
向
転
換
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な

り
�
描
い
た
計
画
の
進
捗
に

大
き
く
影
響
し
た
�
復
旧
・

復
興
中
心
の
４
年
間
�
よ
う

や
く
進
む
べ
き
方
向
�
基
盤

の
形
が
見
え
て
き
た
�
確
実

に
�
着
実
に
前
進
さ
せ
る
た

め
�
再
度
皆
様
の
判
断
を
仰

ぐ
べ
き
と
考
え
�
挑
戦
を
決

断
し
た
�
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
�

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
�
苦
し
い
今
こ
そ
�
知
恵
�

英
知
を
結
集
し
�
悲
観
論
の

み
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
な

く
�
逆
転
の
発
想
も
取
り
入

れ
な
が
ら
�
地
域
に
あ
�
た

方
策
を
探
�
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
�
こ
れ
ま
で
ケ
�
ス
・

バ
イ
・
ケ
�
ス
で
判
断
し
進

ん
で
き
た
つ
も
り
で
あ
り
�

今
後
も
こ
れ
を
基
本
に
す
る

考
え
で
あ
る
�

廃
屋
対
策
に
つ
い
て

問　
　

時
代
の
変
化
で
空
き

屋
の
み
な
ら
ず
�
放
置
家
屋

が
散
見
さ
れ
�
地
域
の
人
た

ち
は
苦
慮
し
て
い
る
�

　

中
に
は
危
険
家
屋
に
な
�

て
も
�
巻
�
親
類
も
知
ら
ぬ

ふ
り
が
多
い
時
代
と
な
�
た

が
�
個
人
財
産
に
手
を
つ
け

る
こ
と
は
簡
単
に
は
で
き
な
い
�

　

国
へ
強
制
力
を
持
�
た
撤

去
指
導
が
で
き
る
よ
う
法
整

備
の
働
き
か
け
が
で
き
な
い
か
�

答　
　

防
災
�
防
犯
の
観
点

か
ら
�
居
住
環
境
の
向
上
を

図
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
と

考
え
る
が
�
個
人
財
産
の
処

分
に
は
�
解
決
す
べ
き
問
題

が
あ
る
�
当
面
の
対
策
と
し

て
�
田
舎
暮
ら
し
推
進
事
業

等
�
新
潟
県
と
共
同
で
空
家

バ
ン
ク
の
整
備
と
都
市
へ
の

情
報
提
供
の
取
組
を
進
め
て

い
る
�

山之内 伸一郎 議員

総
務
文
教
委
員
会
報
告

９
月
５
日

閉
会
中
の
調
査
事
件

１　

須
原
小
学
校
﹁
こ
と
ば

の
教
室
﹂・
小
出
小
学
校

﹁
な
か
よ
し
教
室
﹂
の
２

教
室
を
視
察
し
�
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
�

９
月
19
日

審
査
事
件

請
願
第
４
号　

郵
政
民
営
化

法
案
の
見
直
し
に
関
す
る
請

願
書　
　
　
　
　
　

採　

択

議
案
第
99
号
�
議
案
第
１
０

１
号　
　
　
　
　

原
案
可
決

議
案
第
１
０
１
号　

魚
沼
市

入
広
瀬
民
俗
資
料
館
の
廃
止

に
つ
い
て

問　

資
料
館
の
現
状
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
�

答　

民
俗
資
料
館
と
し
て
の

一
定
の
役
目
が
終
わ
�
た
�

建
物
は
市
の
所
有
で
あ
り
�

地
域
振
興
公
社
が
管
理
し
て

い
る
�

問　

展
示
物
に
つ
い
て
は
�

市
あ
る
い
は
個
人
の
も
の
が

あ
る
と
思
う
が
�
今
後
ど
の

よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
る
の
か
�

答　

内
部
で
現
在
検
討
し
て

い
る
こ
と
は
�
ど
こ
か
適
当

な
施
設
の
空
い
て
い
る
と
こ

ろ
を
活
用
し
て
�
魚
沼
市
の

民
俗
資
料
館
と
し
て
�
考
え

て
い
る
�

　

個
人
の
も
の
に
つ

い
て
は
�
確
認
を
し

て
お
借
り
す
る
こ
と

に
な
る
�

問　

ぜ
ひ
�﹁
田
舎
暮

ら
し
﹂
の
拠
点
と
し

て
活
用
願
い
た
い
が
�

答　

貴
重
な
財
産
で

あ
り
�
歴
史
の
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
�

そ
の
他

発
議
第
14
号　

新
た
な
過
疎

対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

内　

容

　

現
行
の
﹁
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
﹂
は
�
平

成
22
年
３
月
末
を
も
�
て
終

わ
り
に
な
る
が
�
過
疎
地
域

が
果
た
し
て
い
る
多
面
的
・

公
共
的
機
能
を
今
後
も
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
�
引
き

続
き
過
疎
対
策
を
充
実
�
強

化
さ
せ
る
た
め
の
意
見
書
を

提
出
�

答

問答

問

入広瀬民俗資料館
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福
祉
環
境
委
員
会
報
告

９
月
２
日

閉
会
中
の
調
査
事
件

栃
尾
ク
リ
�
ン
セ
ン
タ
�
と

栃
尾
最
終
処
分
場
視
察

　

平
成
17
年
３
月
使
用
開
始

屋
根
付
き
最
終
処
分
場

栃
尾
最
終
処
分
場
の
概
要

総
事
業
費

　

約
10
億
６
�
６
０
０
万
円

　
　
　

︵
内
３
／
４
補
助
金
︶

年
間
処
理
量

　
　
　
　
　

１
�
３
２
５
㎥

埋
立
容
量

　
　
　
　

１
５
�
６
５
７
㎥

埋
立
対
象
物

　
　

不
燃
残
渣
�
焼
却
残
渣

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

　
　
　
　

９
２
３
万
円
／
年

︵
人
件
費
を
除
く
薬
�
電
気
�

油
な
ど
︶

●
隣
地
に
あ
と
３
棟
分
の
敷

地
購
入
済
み
で
40
年
分
を
見

込
ん
で
あ
る
�

●
残
渣
か
ら
出
る
水
を
循
環

し
て
使
用
し
て
い
る
が
�
塩

分
を
含
む
た
め
鉄
管
が
さ
び

る
こ
と
が
課
題
�

９
月
22
日

審
査
事
件

請
願
第
８
号　

介
護
労
働
者

の
処
遇
改
善
を
は
じ
め
介
護

保
険
制
度
の
改
善
を
求
め
る

請
願　
　
　
　
　
　

採　

択

地
域
医
療
を
守
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

　

協
議
し
�
出
席
委
員
全
員

で
発
議
す
る
こ
と
と
し
た
�

１　

現
地
視
察
の
総
括

●
10
年
で
満
杯
の
予
定
を
延

長
さ
せ
る
に
は
住
民
の
﹁
ご

み
を
出
さ
な
い
﹂
意
識
に
依

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は

な
い
か
�

●
焼
却
炭
の
搬
送
先
で
あ
る

山
形
の
民
間
最
終
処
分
場
も

期
限
が
あ
る
の
で
�
ご
み
の

減
量
化
は
目
標
を
定
め
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
�

●
１
人
当
り
の
ご
み
の
排
出

量
は
10
年
間
の
平
均
で
は
県

平
均
１
�
１
７
５
ｇ
に
対
し

魚
沼
市
は
１
�
１
３
８
ｇ
で

や
や
少
な
い
�
18
年
度
だ
け

で
見
る
と
平
均
１
�
１
６
９

ｇ
に
対
し
�
市
は
１
�
２
８

０
ｇ
と
平
均
を
上
回
�
て
い

る
�︵
災
害
ご
み
は
除
く
�︶

●
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し

て
�
市
独
自
の
最
終
処
分
場

に
つ
い
て
検
討
し
て
も
ら
う

こ
と
と
し
た
�

リサイクルされるペットボトル

※災害ごみは除いています。

8,000 1,200

9,000

10,000

11,000

12,000

委託収集

H16

1,304g

10,100t

11,082t 11,150t

魚沼市のごみ排出量等の数値（H16〜H18）

H17 H18

(ｔ) (ｇ)
1,400

1,300

直接搬入 1人1日あたり排出量

1,340g1,340g

10,416t

1,280g

10,231t

10,143t
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産
業
建
設
委
員
会
報
告

８
月
７
日

調
査
事
件

１　

魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン

　

タ
�
管
理
状
況
に
つ
い
て

　

魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン

タ
�
を
視
察
し
�
担
当
課

や
施
設
内
の
占
用
団
体
か

ら
説
明
を
受
け
た
�
ま
た
�

占
用
団
体
に
対
す
る
施
設

使
用
料
の
考
え
方
に
つ
い

て
確
認
を
行
�
た
�

２　

そ
の
他

　

委
員
長
提
案
に
よ
る
行

政
視
察
の
予
定
に
つ
い
て

確
認
し
�
寿
和
温
泉
施
設

復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
�
行
政
改
革
の
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
�
水
の
郷
工
業
団
地
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
質
問

が
出
さ
れ
説
明
を
受
け
�

質
疑
を
行
�
た
�

９
月
24
日

審
査
事
件

請
願
第
６
号　

燃
料
・
肥
料
・

飼
料
・
農
業
資
材
等
の
価
格

高
騰
に
対
す
る
緊
急
対
策
を

求
め
る
請
願　
　

継
続
審
査

陳
情
第
５
号
﹁
国
に
よ
る
公

的
森
林
整
備
の
推
進
と
国
有

林
野
事
業
の
健
全
化
を
求
め

る
﹂
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
に
つ
い
て　

採　

択

議
案
第
１
０
２
号
�
議
案
第

１
０
６
号　
　
　

原
案
可
決

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源

化
に
伴
う
地
方
の
道
路
予
算

確
保
に
関
す
る
意
見
書
に
つ

い
て

　

産
業
建
設
委
員
会
の
全

委
員
で
本
会
議
最
終
日
に

発
議
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
�

閉
会
中
の
所
管
事
務
等
の
調

査
に
つ
い
て

　

実
施
す
る
こ
と
と
し
�

内
容
に
つ
い
て
は
正
副
委

員
長
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
�

そ
の
他

１　

魚
沼
市
建
築
物
耐
震
改

　

修
促
進
計
画
に
つ
い
て

　

内
容
に
つ
い
て
当
局
か

ら
説
明
を
受
け
�
質
疑
を

行
�
た
�

かけはし視察

小
出
病
院
等
対
策
調
査

特
別
委
員
会
報
告

９
月
22
日

１　

委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

大
平
悦
子
議
員
の
辞
職

に
伴
い
�
佐
藤
貞
一
委
員

を
選
任
し
た
�

２　

魚
沼
地
域
医
療
整
備
協

議
会
と
地
域
医
療
を
考
え

る
有
識
者
会
議
に
つ
い
て

問　

直
営
方
式
の
断
念
理
由
は
�

答　

堀
之
内
病
院
も
あ
り
経

営
的
な
面
�
医
師
の
確
保
等

課
題
が
多
い
�

問　

﹁
公
設
民
営
﹂
方
式
は
�

現
小
出
病
院
で
働
い
て
い
る

皆
さ
ん
は
不
安
に
思
う
�
市

は
考
慮
し
な
が
ら
対
応
す
る

の
か
�

答　

﹁
公
設
民
営
﹂
と
の
形

が
出
る
と
い
ろ
い
ろ
支
障
が

あ
る
�
対
応
は
考
慮
し
な
が

ら
進
め
る
�

問　

７
年
後
に
は
基
幹
病
院

が
開
院
予
定
�
民
営
方
法
は

早
目
に
手
を
打
つ
べ
き
と
思

う
が
�

答　

民
営
の
中
身
は
ま
だ
内

定
の
段
階
で
は
な
い
�
基
幹

病
院
と
小
出
病
院
は
車
の
両

輪
�
一
緒
に
進
め
た
い
�

問　

経
営
へ
の
参
入
に
つ
い

て
県
か
ら
紹
介
は
可
能
か
�

答　

近
々
に
院
長
候
補
︵
基

幹
病
院
︶
の
発
表
と
聞
く
�

大
事
な
こ
と
で
�
県
の
指
導

も
受
け
�
又
皆
様
か
ら
知
恵
を
�

問　

羽
根
川
等
�
周
辺
地
域

は
病
院
城
下
町
�
規
模
縮
小

に
伴
い
�
雇
用
�
商
売
が
危

具
さ
れ
る
�
影
響
は
�

答　

セ
ン
タ
�
方
式
を
検

討
�
福
祉
保
健
�
検
診
の
拠

点
と
位
置
づ
け
町
並
み
形
成

を
守
り
た
い
�

問　

１
０
０
床
の
内
容
は
�

基
幹
病
院
で
の
術
後
の
療
養

の
た
め
の
病
床
か
�
小
出
病

院
で
の
外
来
診
療
か
ら
の
入

院
も
あ
る
か
�

答　

両
方
入
る
と
思
う
�
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庁
舎
再
編
調
査

　

特
別
委
員
会
報
告

８
月
28
日

調
査
事
件

１　

庁
舎
再
編
に
関
す
る
現

分
庁
舎
方
式
と
本
庁
舎
方

式
の
経
費
比
較
に
つ
い
て

①
現
庁
舎
の
現
況

②
現
庁
舎
の
耐
震
状
況

③
庁
舎
維
持
管
理
推
計

④
現
庁
舎
間
移
動
に
伴
う

人
件
費
及
び
燃
料
費

⑤
現
庁
舎
の
改
築
費
推
計

⑥
ソ
フ
ト
�
ハ
�
ド
面
な

　

ど
各
種
経
費
比
較

な
ど
の
資
料
を
も
と
に
審

議
し
た
�

問　

魚
沼
市
で
は
�
平
成
27

年
度
に
は
２
５
０
人
の
職
員

を
想
定
し
て
い
る
の
か
�

答　

一
般
職
員
は
５
４
５
人

の
適
性
化
計
画
が
あ
る
が
�

消
防
�
医
療
機
関
�
保
育
な

ど
外
局
で
働
く
職
員
の
比
率

で
換
算
す
る
と
�
魚
沼
市
の

本
庁
舎
内
職
員
を
�
２
５
０

人
と
想
定
し
た
�

問　

本
庁
舎
方
式
に
し
た
場

合
�
分
庁
舎
の
改
築
�
解
体

を
含
め
て
�
後
の
有
効
利
用

な
ど
�
重
要
な
問
題
と
思
う

が
ど
う
か
�

答　

今
度
の
検
討
課
題
で
あ
る
�

問　

撤
退
し
た
ア
ル
プ
ス
電

気
の
施
設
は
�
５
０
０
人
の

職
員
が
入
る
規
模
で
�
し
か

も
駐
車
場
は
４
０
０
台
は
可

能
だ
と
い
う
が
�
こ
の
施
設

を
本
庁
舎
と
し
て
の
選
択
肢

は
な
い
の
か
�

答　

ア
ル
プ
ス
電
気
の
施
設

が
庁
舎
と
し
て
有
効
利
用
す

る
為
に
は
�
ど
う
い
う
課
題

が
あ
る
の
か
検
討
は
ま
だ
し

て
い
な
い
が
�
11
月
上
旬
に

は
市
民
検
討
委
員
会
か
ら
答

申
が
出
る
の
で
�
そ
れ
を
受

け
な
が
ら
加
味
す
る
必
要
が

あ
る
か
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討
す
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�

今
後
の
進
め
方

　

市
民
検
討
委
員
会
の
最
終

結
論
を
見
た
上
で
�
特
別
委

員
会
と
し
て
は
そ
の
資
料
を

参
考
に
し
�
慎
重
に
審
議
し

て
い
く
も
の
と
す
る
�

6庁舎の現況

建築年月

堀之内 入広瀬守　門広　神湯之谷小　出

3F

鉄骨鉄筋コンクリート

3F・B1F3F

鉄骨鉄筋コンクリート

3F3F

鉄筋コンクリート

3F

24年 29年22年20年9年28年

3,598.48㎡ 2,220.81㎡10,400.00㎡7,542.04㎡7,491.82㎡4,163.46㎡

2,187.18㎡ 2,345.50㎡2,650.98㎡2,665.01㎡3,479.92㎡2,190.19㎡

20,519 17,75423,69223,36023,30027,730

44人 10人70人58人68人70人

130台 60台80台170台178台67台

経過年数

構　　造

階　　層

敷地面積

総床面積

年間維持
管理費（千円）

職 員 数

駐車台数

1983年6月
（昭和58年）

1978年11月
（昭和53年）

1985年7月
（昭和60年）

1987年7月
（昭和62年）

1998年12月
（平成10年）

1979年7月
（昭和54年）
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議 員 辞 職
　大平悦子氏が、一身上の都合により、8月19日付で議員の辞職願が提出され、

許可されました。

　去る７月 29 日、湯之谷地区でやまびこ荘を

運営している東京都文京区の議員との親善野球

が薬師グラウンドで行われた。若い議員（殆ど

いない）でのチーム編成ができず、年配の議員

の力を借りながら、市長をはじめ執行部との混

成チームをつくり、試合に臨んだ。71 才の市

長のフル出場と若く黄色い声援のもと、多くの

試合をこなしている文京区と渡り合い、結果引

き分けに終わった。

　翌日、マッサージにかかった人の話は聞こえ

てこなかった、上々。

白熱した文京区との交流野球

つなげよう　はるかな尾瀬から　みんなの自然

尾瀬国立公園誕生１周年

エコツーリズム推進法施行記念

開 催 日　8月 30日㈯

開催場所　尾瀬の郷交流センター

（福島県檜枝岐村）

主　　催　環境省　㈶国立公園協会

　　　　　福島県、栃木県、群馬県、新潟県

　自然公園ふれあい全国大会は、環境省が主唱

する「自然に親しむ運動」の趣旨にのっとり、

ともに地域の環境保全や振興に資するエコツー

リズムを推進し、自然と私たちとの関係につい

て考え、自然を守り、人と自然の豊かなふれあ

いを推進するためのものです。魚沼市からは星

野市長、佐藤議長をはじめ市議会議員 15 名が

出席して来ました。

平成20年度自然公園ふれあい全国大会開催される
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あ
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